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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

会議名 

(審議会等名) 
平成２７年度 嬉野市第２回食育推進会議 

開催日時 平成２７年９月２９日(火)  １４:００～１５:００ 

開催場所 塩田保健センター２階会議室 

会議の公開の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

中村邦子委員、森サチ子委員、野口美帆子委員 

古河タカ子委員、樋口徳子委員、三根由紀子委員 

安藤佐織委員、一ノ瀬美和委員、栗山美紀委員 

江頭早紀委員、梶原真奈美委員、友清雅子委員 

事務局 
市民福祉部長、健康づくり課長、健康づくり課副課長 

健康づくり課主任、健康づくり課係員 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 

・会議レジメ 

・弁当の日パンフレット２種類 

・お知らせのチラシ２種類 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 開会 

2. 市民福祉部長挨拶 

3. 食育推進会議会長挨拶 

今年度は第２次嬉野市食育推進計画の中間評価を実施する。理想とする目標は

あるが、評価をし、現実的な目標をたてていきたいと思う。 

＜会議の成立について＞ 

嬉野市食育推進会議条例第６条２項 １２人／１４人 で成立する。 

4. 協議事項                         中村会長 

（１）平成２７年度 楽しく・役立つ食育講座 子どもが作る「弁当の日」講演会

について                            事務局 

１）講演会報告と参加者の感想について 

・様々な方法で広報を行い、合計８９名の参加があった。 

２）参加者アンケートの結果について 

（２）子どもの食生活に関するアンケート調査結果について     事務局 

   ・各園にはその園の分を集計したものと全体を比較したものの結果報告書

を送付している。 

・問３と問４～８の６項目が食育推進計画の指標を調査した項目である。 

【友清委員】問３で『朝ごはんをほとんど毎日食べる』との回答は９５．６％と

でているが、この値はほとんどの園児が食べていると考えていいと思う。『どん

なものを食べているか』についても思ったより良い結果だった。食べていない理

由としては大人の事情が大きいと感じた。 

【古河委員】家庭でのしつけが重要だと感じる。 

【樋口委員】問３－３『誰と食べているか』は朝ごはんのことですか。 

⇒【事務局】朝ごはんです。 

【樋口委員】朝ごはんを園児が親と食べていないことに驚いた。 

【一ノ瀬委員】アンケート結果をみて、傾向が分かった。色々な家庭があって色々

な母親がいる。関わり方も難しい。結果を活かしていこうと思っているが難しい

と感じるところもある。 

【安藤委員】一ノ瀬委員と同じような意見。朝ごはんは何を食べてきたか園児に

聞くと、シュークリームやスイカなどの回答も聞かれる。また、食事中はテレビ

を消すように言うと、ビデオが途中だという理由でとめないという話も聞く。 

【森委員】最近の母親は夜遅くまで忙しく、朝も早く起きられず、朝食の準備を

する時間がないのかもしれない。愛情のかけ方が昔と違うのではないだろうか。 

【中村会長】問４について、なぜ食事時間を決めないといけないかということを
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審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親のために説明することから始めていかないといけないのではないかと思う。

「朝ごはんをちゃんと食べさせてください。」よりも「ご飯とみそ汁だけでもい

いので食べさせてください。」の方が納得する。具体的に説明するとよいのでは

ないか。 

（３）第２次食育推進計画について                 事務局 

１）現状値と目標値について 

  ・網かけの部分は平成２４年度の結果と比較して改善した項目。 

・「いただきます」「ごちそうさま」を必ず言う子どもが少なくなっている。 

  ・目標を達成している項目は、嬉野産の食材（お茶を含む）を給食に取り

入れている保育園・幼稚園が１００％、学校給食における嬉野産食材の使用割合

が５７．３％と改善した。 

２）今後の取組みについて 

【梶原委員】「早寝・早起き・朝ごはん」の推進の他に学校で小５・中２を対象

に食育の授業をしているが、該当学年に１日しかしないので、もっと回数を増や

すことで意識する機会も増えるのではないかと思う。具体的な方法を考えたい。 

【江頭委員】毎月、朝食を食べてきたか、何を食べてきたかというアンケートを

とる。６年生ぐらいになると「卵焼きを作った。」という声も聞かれる。外部か

ら支援に来てもらえると、もっと推進されると思う。 

【中村会長】例えば、１・１５日は朝食摂取完全実施の日として、保護者に推進

することはできないだろうか。反発が多いだろうか。反発がなく推進できるよう

なアイデアはないだろうか。 

【樋口委員】全体を見ていると母親教育のような気がする。保育園で朝ごはんを

とるように言っても反発があるかもしれないので、乳幼児健診の時に保健師や栄

養士から言ってもらうといいのかもしれない。 

【友清委員】たしかに母子健診は受診率が高いので、いいことだと思う。朝ごは

んを食べるから健康になるというより、健康な人は朝ごはんを食べているという

ことが言えると思う。 

【中村会長】とにかくバランスよりも朝ごはんを食べると言うことが大切だと思

う。平成２９年の目標達成に向けてそれぞれの立場から今後も意見を出してほし

い。 

（４）その他                          事務局 

 １）佐賀県食育賞の推薦について 

   ・嬉野市では隔年で推薦している。 

   ・今年度はルンビニ保育園を推薦する予定。来年３月に結果が分かる。 

【中村会長】ルンビニ保育園の推薦理由を簡単に教えてほしい。 

⇒【事務局】嬉野市内の保育園・幼稚園はどこでも様々な取り組みを先駆けて実

践されている。ルンビニ保育園においては PDCA サイクルにのせた食育の実践

が特徴。 

【中村会長】他に何か意見はありませんか。 
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【三根委員】地産地消の具体的な取り組みとして、「毎日急須でうれしの茶運動」

を推進していることをよく知らなかった。日本茶インストラクターの免許は持た

なくてもお茶の生産者はお茶についての知識は豊富である。保育参観の時など子

どもを介してその保護者にもお茶を通じた食育をすすめていきたい。そのような

場を今後も提供してもらいたいと思う。 

【中村会長】アンケートの自由回答での意見に対してそれぞれ対応策などを検討

し、市報などで公開してもらえたらいいと思う。次回の会議の際に再度提案して

ほしい。 

5. その他 

（１）嬉野市食育推進会議委員名簿 

6. 閉会 

以上 

 


